
S M E  D X  T a l e n t  D e v e l o p m e n t  P r o g r a m

デジタル人材の育成を目指します！
社内DX推進をリードできる

参加対象

会 場

過年度かごしま中小企業ＤＸ推進事業費補助金を活用した
企業に所属する方
ＤＸに取り組みたい県内中小事業者の方

Li-Ka 貸会議室 RoomB（鹿児島市中央町19-40 Li-Ka1920 5 階）

ＤＸ推進担当の方 社内のＤＸを進めたい方

以下のURL、もしくはQR コードを読み取り、フォームよりお申し込みください。

https://forms.office.com/r/wWddRdAYnD

第１回　７月６日 (月)
第２回　８月 3 日 (月)
第３回　８月20日 (木)

各回
申込締切

各回申込
フォーム

主催 鹿児島県 事務局 株式会社アンクス お問い合わせ ���-���-����
kagoshima_jinzaidx@ankusu.com

NTT西日本株式会社 エンタープライズビジネス営業部
デジタルビジネス推進部門 デジタルデータビジネス担当

これからのＤＸ推進に必要な視点と実践アプローチ
／データドリブンな意思決定の重要性と進め方

主査 財津 将平 氏

小平株式会社 新規事業開発・セールス／ＡＩ推進室メンバー

生成ＡＩで、自社業務の進め方を変える
～企画・検証・実行を加速する、現場目線のＡＩ活用術～

永吉 拓磨 氏

デジタルは道具、使い方次第で会社は変わる
～ビジョン・ビジネスモデル・組織文化から考えるＤＸ推進の実践～

株式会社現場サポート 代表取締役会長 福留 進一 氏

参加費
無料

ハイブリッド
開催

ＤＸ担当部署をつくりたい事業者様



各回セミナー詳細／講師紹介

関連情報

生産性向上・省力化等により、
企業の成長を促進しませんか？

悩みをデジタル技術で解決!

実施中!

デジタル化の
取り組みへの個別相談

このようなお悩みありませんか？
□ 毎日の勤怠管理の手間を軽減したい
□ ペーパーレスをすすめて経費削減したい
□ IT担当を育成したい

ご希望の方はこちらから
個別相談を無料

【 事務局 】MBC開発株式会社

※県内に事業所を有する中小企業者
鹿児島県内中小企業補助金対象者

400万円（補助率：2/3以内）補助金上限額
募
集
期
間

１次受付開始 令和8年5月18日 月

２次受付開始 令和8年7月17日 金

１次締め切り 令和8年6月19日 金

２次締め切り 令和8年8月19日 水
※ 補助金の予算上限に達した場合、募集を予定より早めに
 　締め切る場合がございますのでご了承ください。

補助金対象経費 DXの推進に向けて行うデジタル
技術導入や社内デジタル人材の
育成などに係る経費

かごしま中小企業DX推進事業費補助金
令和8年度

株式会社現場サポート 代表取締役会長 福留 進一 氏

1967 年鹿児島県生まれ。2005 年株式会社現場サポートを設立。
経営経験もない状態から実践を積み上げ、「鹿児島県経営品質賞知事賞」や「日本でいちばん大切にしたい会社大賞

（中小企業基盤整備機構理事長賞）」の受賞、「働きがいのある会社ランキング」国内上位選出などの評価を得るに至る。
現在は、鹿児島県中小企業家同友会代表理事、社内木鶏経営者会活性化委員などを務め、地方から日本を変えるべく
尽力している。

第 3 回第 3 回 デジタルは道具、使い方次第で会社は変わる
～ビジョン・ビジネスモデル・組織文化から考えるＤＸ推進の実践～

NTT西日本株式会社 エンタープライズビジネス営業部
デジタルビジネス推進部門 デジタルデータビジネス担当

宮崎県の製造業にてＥＸ（従業員体験）の向上を目指し、業務効率化やデータ活用などの社内ＤＸをプロジェクトリーダー
として推進。���� 年度から現職にて九州の企業・自治体に対して生成ＡＩやデータ活用を含むＤＸ推進を支援。

第 1 回第 1 回 これからＤＸ推進に必要な視点と実践アプローチ
／データドリブンな意思決定の重要性と進め方

主査 財津 将平 氏

小平株式会社 新規事業開発・セールス／ＡＩ推進室メンバー 永吉 拓磨 氏

小平株式会社で、生成ＡＩを活用した新規事業開発と社内ＤＸ推進、医療・福祉領域の採用支援事業の立ち上げを担う。
2024 年 11 月より医療・介護領域の採用支援事業の立ち上げを主導し、2025 年 2 月からはＡＩ推進室を兼務。
Manus や Notion ＡＩを日常業務にフル活用し、少人数でも成果を最大化するためのＡＩネイティブな業務の＂型 "
づくりに取り組む。ＩＴやＡＩを「目的」ではなく「やりたいことを実現するための手段」と捉え、専門用語に頼らず
現場目線で伝えることを大切にしている。

第 2 回第 2 回 生成ＡＩで、自社業務の進め方を変える
～企画・検証・実行を加速する、現場目線のＡＩ活用術～


